






平成 24年
‐
度事業実績の概要

●】守千胤又は改羊・強化等施策の実施内容

安全対策に極めて有効なドライブレヨーダの普及が十分でないことから、ドライブ
レコーダの普及促進を重点実施した。(対前年度約6,000台の増)

●特定の研修施設における安全運転研修受講に対し助成を行つた。

(受講助成者1,513名 、助成総額37百 万円)

0「トラックドライバー・コンテスト(出場者数128名 )」を実施するとともに、全国の高

速道路等において路線連盟と「安全共同パトロール」を共同実施し、安全指導を

行つた。(定点指導台数42,770台 、通知表発行1,592枚 )

0新 規又は改洋・"ミ化竹施策のりこ施内容

●ドライブレコーダ映像を活用したWeb版 ヒヤリハット集を制作し、全卜協ホームペー

ジ上で公開した。(事例件数35件 )
●春先から営業用トラックによる死亡事故件数が増加傾向にあつたことから、追突事

故の防止、トレーラー事故の防止及び交差点事故の防止を重点対策とした「平成
24年 下期交通事故防止緊急特別対策」を実施。

ックの事故の の防止対策として、東京海上 日動リスク
コンサルティング佃と連携し、「『トラック追突防止マニュアル』活用セミナー」を全国30箇所
の協会又は協会支部にて開催し、2,000人以上が参加した。

③事故を分析し、事故の態様に即した対策を検討し、活用を図る。

●事業用貨物自動車の事故実態を交通事故データベースから集計分析し、それら
の分析事例をもとに事例集を作成し事故防止活動に供した。

④上記のほか「トラック事業における総合安全プラン2009」等に基づき
諸対策を推進する。
●「正しい運転・明るい輸送運動」、「不正改造車を排除する運動」の実施、国の交通

安全運動等への参加など、総合安全プランに基づき諸対策を実施。

■グラフB「事業用トラックによる死者数及び人身事故件数の推移」
( 人 口件 )

600

1ド ライブレコーダ

2ASV装 置 (衝突被害軽減ブレーキ等)

3安 全装置 (後方視野確認支援装置)

1～ 3助 成総額

1 7 , 9 7 5台

4 , 2 1 1台

9,263台

4 9 7百 万円
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①ASV(先進安全自動車)関連機器及びドライブレコーダの導入を促進
する。

②トラック運転者の運転技術Bマナー及び安全意識の向上を図る。

平成24年度実績 交 通事故死者数405人 (前年比22人 5.7%増 )   → 交通事故死者数目標 358人を47人上回る

平成24年度実績 人 身事故件数23,539件 (前年比Al,325件 5.3%減 )→交通事故人身事故件数目標 23,303件を236件上回る
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